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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。
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予 算 の あ ら ま し予 算 の あ ら ま し

２
時
。
小
雨
決
行
。
子
ど
も
キ

ャ
ン
プ
場
。
無
料
。
幼
稚
園
年

長
〜
小
学
生
の
男
子
と
保
護

者
。
親
子
で
キ
ャ
ン
プ
初
体

験
、
か
ま
ど
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
作
り
ほ
か
。
�
宮
崎　

（
３

０４２

４
３
）
３
３
８
５

�
春
の
フ
ォ
ー
ク
＆
ハ
ワ
イ
ア

ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
フ
ラ　

４
月　

日
１９

（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
。
ル

ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
。
無
料
。
出
演
…
村
の
バ

ン
ド
、
フ
ォ
ー
ク
パ
ル
、
フ
ラ
・

レ
イ
・
モ
キ
ハ
ナ
。
�
佐
野　
０４２

（
３
４
２
）
０
３
９
１

�
フ
ァ
ー
メ
イ
寄
席　

４
月　
１９

日
（
土
）
午
後
６
時　

分
開
場
、

３０

７
時
開
演
。
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
。
１
千
５
百
円
。
出
演
…
古

今
亭
菊
之
丞
、
柳
亭
こ
み
ち
。

�
・
�
笹
尾　

（
３
０
８
）
０

０４２

９
０
３

�
第
９
回
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
国

際
交
流
春
の
市
民
ふ
れ
あ
い
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

５
月　

日
１８

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
３
時
。

１０

雨
天
中
止
。
一
橋
学
園
南
口
花

の
ロ
ー
タ
リ
ー
（
一
橋
大
学
通

り
）。
出
店
募
集
…
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
百　

組
（
ア
マ
チ
ュ

２０

ア
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
）、

出
店
費
１
千
円
。
申
込
み
…
４

月　

日
（
土
）
ま
で
（
必
着
）

２６
に
、
は
が
き
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
一
橋
学

園
南
口
商
店
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
委
員
会
（
〒　

�
０

１８７

０
４
５　

学
園
西
町
１
�　

�
２５

２　

西
東
京
調
理
師
専
門
学
校

内
）
へ
（
先
着
順
）
�　

（
３

０４２

４
４
）
１
５
２
１

�
か
っ
ぽ
れ
踊
り
無
料
体
験　

４
月　

日
・　

日
・　

日
、
５

１１

１８

２５

月
２
日
・
９
日
・　

日
の
金
曜

１６

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時
。
大

３０

沼
公
民
館
。
�
重
戸
０
４
２

（
４
６
５
）
２
５
６
２

�
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会　

ゴ

ル
フ
の
基
本
を
学
ぶ
。
初
回
５

月　

日
、
以
降
第
２
・
４
金
曜

３０
日
午
後
１
時　

分
〜
５
時
。
上

３０

宿
公
民
館
。
１
回
５
百
円
。
�

健
康
ゴ
ル
フ
の
会
・
青
山　

（
３

０４２

２
１
）
７
２
２
９

 
★
ブ
ン
ブ
ン
親
子
体
操　

木
曜

日
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

４５

１１

４５

分
。
花
小
金
井
武
道
館
。
月
会

費
２
千
円
。
�
白
井
０
４
２

（
４
７
８
）
１
６
８
５

★
リ
ト
ミ
ッ
ク　

ド
レ
ミ
の
会

　

月
２
回
月
曜
日
午
前
９
時　
３０

分
か
ら
（
１
歳
６
か
月
前
後
）、

　

時　

分
か
ら
（
２
歳
〜
入
園

１０

３０

前
）。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
。
入
会

金
２
千
円
、
月
会
費
２
千
５
百

円
。
�
下
田
０
９
０
（
７
７
２

３
）
８
８
０
３

★
地
域
の
レ
ト
ロ
を
探
る
会　

第
１
土
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
。
鈴
木
公
民
館
。
月
会
費
５

百
円
。
�
麻
生　

（
３
２
４
）

０４２

７
１
８
０

★
あ
し
た
ば
吟
道
会　

第
１
・

３
金
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
８

３０

時　

分
・
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
、

３０
第
２
・
４
金
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
・
花
小
金
井
北

３０

公
民
館
。
月
会
費
２
千
円
。
�

佐
藤
０
４
２
（
４
６
３
）
６
０

８
８

★
着
物
を
洋
服
に
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
会　

第
１
・
３
水
曜
日
午

後
１
時
〜
５
時
。
大
沼
公
民

館
。
月
会
費
２
千
円
。
�
す
ご

う　

（
３
４
３
）
０
２
７
４

０４２
★
詩
吟　

新
吟
会　

月
２
回
水

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
。
学
園

西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月
会
費

１
千
円
。
初
心
者
。
�
吉
田　
０４２

（
３
４
５
）
８
０
３
０

★
水
彩
画　

一
彩
会　

第
１
・

３
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
。

上
宿
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
�
鈴
木　

（
３
０
８
）
７

０４２

１
７
０

★
詩
吟　

小
平
吟
友
会　

第
１

〜
３
木
曜
日
午
後
６
時
〜
８

時
。
津
田
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
。
�
羽
鳥　

（
３
４
４
）

０４２

７
５
６
０

★
歴
史
入
門　

日
本
史
を
中
心

と
す
る
歴
史
の
勉
強　

第
１
・

３
水
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

上
宿
公
民
館
。
月
会
費
１
千
５

百
円
。
�
斉
藤　

（
３
４
１
）

０４２

５
６
０
１

�
民
謡
三
味
線
短
期
体
験
講
座

　

５
月
９
日
か
ら
の
金
曜
日
週

１
回
、　

回
程
度
。
仲
町
公
民

１０

館
。
午
後
１
時
〜
４
時　

分
。

３０

１
回
５
百
円
。
三
味
線
お
よ
び

教
本
貸
与
。
�
あ
か
し
あ
民

謡
・
松
岡　

（
３
４
２
）
８
４

０４２

８
１

�
畳
な
ん
で
も
相
談
会　

畳
の

文
化
・
効
用
・
手
入
れ
ほ
か
。
４

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

１３

１０

後
３
時
。
津
田
集
会
所
（
津
田

団
地
内
）。
無
料
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
包
丁
研
ぎ
（
１
本
百
円
、

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
全

額
寄
付
）。
�
北
多
摩
畳
組
合

小
平
支
部
・
野
村　

（
３
４
１
）

０４２

０
９
３
４

�
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
小
平
第
三

団
一
日
ス
カ
ウ
ト
体
験　

４
月

　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１３

１０

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ��������������������������������
掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

住
ま
い
の
地
震
対
策
を

平成２０年度の主な事業の概要平成２０年度の主な事業の概要
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（新）は新規事業、表示の無いものは継続事業です。

一般会計予算の内訳

対前年度比較平成１９年度平成２０年度区　　　分 増減率増減額
１．９９４５，０００４８，５１６，０００４９，４６１，０００一 般 会 計
５．４８３５，４００１５，３５６，５００１６，１９１，９００国民健康保険事業

特
別
会
計

△８７．２△９，１１２，９００１０，４５６，４００１，３４３，５００老 人 保 健
皆増２，５８０，９００２，５８０，９００後期高齢者医療
５．６４２９，８００７，７２８，１００８，１５７，９００介 護 保 険 事 業
△３．６△１８５，７００５，１４２，５００４，９５６，８００下 水 道 事 業
△８３．０△６４０，３００７７１，６００１３１，３００受 託 水 道 事 業
△５．９△５，１４７，８００８７，９７１，１００８２，８２３，３００合　　計

平成２０年度当初予算額 （単位：千円・％）

【表１】小平家の家計簿

毎月の支出毎月の収入

９万円家族の医療費（扶助費）２５万円給料（市税）

８万円食費（人件費）１１万円実家からの援助（国・都支
出金、地方譲与税など）

６万円光熱水費、電話代、生
活雑貨費（物件費）１万円貯金の取り崩し（繰

入金）

５万円親や親戚、友人などへ
の援助金など（補助費）１万円銀行からの借金（市

債）

５万円子どもへの仕送り（繰
出金）１万円先月から繰り越した

財布の中身（繰越金）

４万円ローンの返済（公債
費）１万円古物売り払い、株式

配当など（その他）

２万円家のリフォーム、家電の
購入（普通建設事業費）

１万円その他（積立金など）
４０万円支出計４０万円収入計

小平市の財政指標
平成１8年度
東京都２６市平均

平　成
１８年度

平　成
１９年度

平　成
２０年度説　　　　　明項　目

１.０８２１.０３１.０５５※１.０７３

財政力の強弱を示す数値。
単年度で１を超えると交付
税が交付されません。小平
市は平成１７年度から交付税
の不交付団体になりまし
た。

財政力指数
（３年平均）

８８.６９３.５※９６.９※９５.３

財政構造の弾力性を示しま
す。数値の高い小平市は、
事業を見直しながら新規事
業に取り組む必要がありま
す。

経常収支比率
（％）

１１.３１２.３※１１.６※１１.１

税などの収入のうちどれだ
けの割合を借金返済に充て
ているかを示す指標。下水
道会計や一部事務組合の借
金の返済部分も反映させて
います。数値は減少してい
ますが、まだ高い数値です。

実質公債費比率
（３年平均）
（％）

※は推計値です。

小平市の基金と借金の残高見込み

平成１９年度平成２０年度

１１２億６,８６３万円１０４億７,４１６万円積立基金

５９５億１,９９３万円５５４億４,１９８万円※市債等

※一般会計のほかに下水道特別会計、小平市
土地開発公社を含む。

予 算 の あ ら ま し予 算 の あ ら ま し
�
歳
入

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ　

億
４
千
万
円
の
増

１１

収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
庫
支
出
金
は
、
生

活
保
護
費
の
減
や
、
基
本
健
康

診
査
負
担
金
の
皆
減
な
ど
に
よ

り
、
１
億
４
千
２
百　

万
円
の

３５

減
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、

赤
字
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
り
入
れ
を
抑
制
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
３
億
８
百　
８０

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

�
歳
出
（
目
的
別
）

　

保
健
・
福
祉
（
民
生
費
）
で

は
、
学
童
ク
ラ
ブ
室
の
新
設
や

障
害
者
就
労
支
援
の
推
進
な

ど
、
子
育
て
支
援
や
福
祉
の
充

実
に
向
け
た
施
策
を
進
め
ま

す
。

　

都
市
基
盤
整
備
（
土
木
費
）

で
は
、
道
路
や
下
水
道
の
整

備
、
再
開
発
事
業
の
推
進
な
ど

に
よ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
や
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
職
員
数
や
各
種
手
当

を
は
じ
め
、
補
助
金
や
事
務
事

業
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
事
業
や
経
費
を
徹

底
し
て
見
直
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予

２０

算
額
を
ほ
ぼ
１
万
分
の
１
に
置

き
換
え
、
一
般
家
庭
「
小
平
家
」

に
例
え
て
み
ま
し
た
（
表
１
）。

　

小
平
家
で
は
、
毎
月
の
生
活

に　

万
円
が
必
要
で
す
が
、
給

４０ 小
平
家
の
家
計
簿

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

料
が　

万
円
し
か
な
い
た
め　

２５

１５

万
円
の
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
足
額
を
、
実
家
か

ら
の　

万
円
の
援
助
、
毎
月
１

１１

万
円
の
貯
金
の
取
り
崩
し
、
金

融
機
関
か
ら
の
毎
月
１
万
円
の

借
金
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
こ
と
を
考
え
借
金
を

抑
え
た
り
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
家
電
の
購
入
を
控
え
た
り
と

努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
家
族

の
医
療
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

依
然
厳
し
い
家
計
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
欲
し
い
も
の

が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
て
、
で
き
る
だ
け
借
金
を

し
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
本
当

に
必
要
な
も
の
に
お
金
を
使
っ

て
い
る
か
な
ど
よ
く
考
え
、
現

在
の
生
活
方
法
を
見
直
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

財
政
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
４

引
越
し
・
模
様
替
え
の
シ
ー
ズ
ン

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
東
京
は
、

い
つ
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟

県
中
越
地
震
な
ど
で
は
、
多
く

の
人
が
家
具
の
転
倒
や
ガ
ラ

ス
・
食
器
の
飛
散
、
あ
る
い
は

照
明
器
具
の
落
下
な
ど
に
よ
り

死
傷
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら

地
震
に
備
え
、
住
ま
い
の
地
震

対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

引
越
し
や
模
様
替
え
を
す
る

方
は
、
転
倒
防
止
対
策
な
ど
、

住
ま
い
の
地
震
対
策
を
行
う
絶

好
の
機
会
で
す
。
家
族
や
近
所

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
住
ま

い
や
地
域
の
地
震
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
小
平
消
防
署
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
防
災
安

全
係
�　

（
３
４
６
）
９
５
１

０４２

９
、
小
平
消
防
署
警
防
課
防
災

指
導
係
�　

（
３
４
１
）
０
１

０４２

１
９

  　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保

２０

険
料
は
３
百　

円
引
き
上
げ
ら

１０

れ
、
月
額
１
万
４
千
４
百　

円
１０

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

　

年
度
の
年
金
額
は
、
改
定
が

２０行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
前
年
度

と
同
じ
額
で
す
。

�
老
齢
基
礎
年
金
（
年
額
）

　
　

万
２
千
百
円

７９

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

�
�
�
�

平

成　

年

度

２０

国
民
年
金
保
険
料
、

年

金

額

が

決

定

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
障
害
基
礎
年
金
（
年
額
）

▽
１
級
…　

万
百
円

９９

▽
２
級
…　

万
２
千
百
円

７９

�
遺
族
基
礎
年
金
（
年
額
）

　
　

万
２
千
百
円

７９
�
遺
族
基
礎
年
金
の
子
の
加
算

額
（
年
額
）

▽
第
１
子
お
よ
び
第
２
子
…　
２２

万
７
千
９
百
円

▽
第
３
子
以
降
…
７
万
５
千
９

百
円

問
合
せ　

武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
２
（　

）
１
４

５６

１
１

 
�
か
さ
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
で
こ
い

の
ぼ
り
を
作
ろ
う

　

ほ
か
に
、
下
水
の
微
生
物
を

顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

１９

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館

費　

用　

無
料

４

月

の

催

し

ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののののののののののののののののののののののの全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通春の全国交通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全 運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動安 全 運 動
４月６日（日）～１５日（火）

　

次
の
４
点
を
重
点
に
、
安
全

運
動
を
進
め
ま
す
。

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

市
内
で
は
、
裏
通
り
、
交
差

点
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
道
路
を
利
用
す
る
自
動

車
、
二
輪
車
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
自
転
車
や
歩
行
者
も
、
交

差
点
で
は
、
一
時
停
止
や
十
分

な
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
外
出
の
と
き
は
、

反
射
材
の
着
用
や
明
る
い
色
の

服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課

�　

（
３
４
３
）
０
１
１
０
、

０４２
交
通
対
策
課
�　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
７

 　

求
人
情
報
の
提
供
や
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
な
ど
、
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　

▽
月
曜
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▽
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
。

�
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
就
職
活
動
ベ
ー
シ
ッ
ク

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

と　

き　

４
月　

日
（
水
）　

１６

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

内　

容　

就
職
活
動
の
進
め

方
、
応
募
書
類
の
作
成
ポ
イ
ン

ト
ほ
か

▽
就
職
活
動
ア
ド
バ
ン
ス

と　

き　

４
月　

日
（
木
）　

１７

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

内　

容　

採
用
担
当
者
の
選
考

ポ
イ
ン
ト
、
面
接
マ
ナ
ー
ほ
か

 
と
こ
ろ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩
（
東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
２

階
）

費　

用　

無
料

対　

象　
　

歳
以
下
の
方

３４

定　

員　

各　

人
３０

申
込
み　

問
合
せ
先
へ
（
要
予

約
）

問
合
せ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩
�　

（
３
２
９
）
４
５

０４２

２
４

�
�
共　

通
�
�

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま

１８

で
に
、
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
へ

（
電
話
可
、
先
着
順
）
�　

（
３

０４２

２
６
）
７
４
１
１

 
�
コ
ウ
モ
リ
の
お
は
な
し
会
と

コ
ウ
モ
リ
観
察
会　

コ
ウ
モ
リ

を
さ
が
し
に
い
こ
う

と　

き　

５
月
５
日（
月
・
祝
）

　

午
後
５
時　

分
〜
８
時
ご
ろ

３０

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
日（
火
・

振
休
）
に
延
期
。

費　

用　

保
険
料
百
円

※
入
館
に
は
展
示
室
券
（
大
人

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

５
百
円
、
小
人
（
４
歳
〜
高
校

生
）
２
百
円
）
が
必
要
で
す
。

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
５０

申
込
み　

４
月　

日
（
日
）
ま

２０

で
（
必
着
）
に
、
は
が
き
か
館

内
に
あ
る
申
込
書
に
、
イ
ベ
ン

ト
名
、
住
所
、
参
加
者
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
・
学
年
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
４
月
の
休
館
日
は
、
７
日

（
月
）
〜　

日
（
木
）・　

日

１０

１４

（
月
）
〜　

日
（
木
）・　

日

１７

２１

（
月
）・　

日
（
月
）
で
す
。

２８

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館

（
〒　

�
０
０
１
４　

西
東
京

１８８

市
芝
久
保
町
５
�　

�　

）
�

１０

６４

０
４
２
（
４
６
９
）
６
１
０
０

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

  　

４
月
は
、
新
社
会
人
や
人
事

異
動
な
ど
で
職
場
の
顔
ぶ
れ
が

大
き
く
変
わ
る
時
期
で
す
。
こ

の
時
期
に
、
新
た
な
職
場
で
働

く
従
業
員
に
対
し
て
防
災
教
育

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
１
１

９
番
通
報
、
初
期
消
火
、
避
難

誘
導
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
、
建
物
内
の
様
子
や
消

火
器
・
避
難
器
具
な
ど
の
あ
る

場
所
や
避
難
経
路
を
十
分
に
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

主
税
局
や
税
務
職
員
を
装

い
、「
医
療
費
や
税
金
な
ど
の

還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
と
こ
と

ば
巧
み
に
だ
ま
し
て
、
携
帯
電

話
か
ら
指
定
し
た
電
話
番
号
に

か
け
る
よ
う
指
示
し
、
金
融
機

関
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

預
払
機
）
を
操
作
さ
せ
、
多
額

の
金
額
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

新

入

社

員

に

防

災

教

育

を

還
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

す
る
事
件
が
多
発
し
、
実
際
に

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

還
付
金
の
受
け
取
り
の
た
め

に
、
電
話
で
新
た
に
口
座
番
号

や
預
金
残
高
を
聞
き
出
し
た

り
、
金
融
機
関
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
相

手
の
氏
名
、
所
属
す
る
部
署
名

を
確
認
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た

電
話
番
号
で
は
な
く
、
問
合
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

立
川
都
税
事
務
所
総

務
課
相
談
広
報
担
当
�
０
４
２

（
５
２
３
）
３
１
７
１
、
主
税

局
総
務
部
総
務
課
相
談
広
報
係

�　

（
５
３
８
８
）
２
９
２
４

０３

 
�
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　

平
成　

年
４
月
１

２０

日
現
在
、　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

２６

の
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
の
方

（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は

　

歳
未
満
）

２８試
験
日　

一
次
…
５
月　

日
１７

（
土
）・　

日
（
日
）

１８

※　

日
は
飛
行
要
員
の
み
。

１８
申
込
み　

５
月　

日
（
月
）
ま

１２

で
（
必
着
）
に
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

自
衛
隊
東
京
地
方
協

力
本
部
国
分
寺
募
集
案
内
所
�

　

（
３
２
４
）
１
０
１
０

０４２
自

衛

官

募

集

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������	
��	�����������	
��	��

� � � �
問　合　せと　　　　き講　　　座　　　名

嘉悦大学キャリアセンタ
ー（〒１８７－８５７８　花小金
井南町２－８－４）�０４２
（４６６）１７１３、�０４２（４６６）
３７４１、�extension@kaets
u.ac.jp

※資料請求の際は、無料
で送付します。

４月１２日（土）～１０月１１日（土）　午後１
時～４時

宅地建物取引主任者合格
講座（全２０回）

嘉
悦
大
学

４月２６日（土）～１１月１５日（土）　午前１０
時～午後１時

法学検定試験講座（全２１
回）

４月２６日（土）～７月１９日（土）　午前１０
時～正午

楽しい油彩画初級（全１２
回）

４月２６日（土）～１０月２５日（土）　午後３
時～４時３０分

シニアのための基礎英語
（全２０回）

４月２８日（月）～７月２８日（月）　午前１０
時４０分～午後０時１０分中国語文法初級（全１２回）

５月７日（水）～７月２３日（水）　午後２
時４０分～４時１０分中国語文法中級（全１２回）

４月２６日（土）～７月１９日（土）　午後１
時～２時３０分中国語会話入門（全１２回）

４月２６日（土）～７月１９日（土）　午前１０
時３０分～正午中国語会話初級（全１２回）

４月２６日（土）～７月１９日（土）　午後２
時４０分～４時１０分中国語会話中級（全１２回）

４月１２日（土）～平成２１年２月２８日（土）
午後１時３０分～３時韓国語入門（全２５回）

４月１２日（土）～平成２１年２月２８日（土）
午後３時２０分～４時５０分韓国語初級（全２５回）

津田梅子記念交流館事務
室�０４２（３４２）５１４６、�０４２
（３４２）５１０９

５月９日（金）　午後２時４０分～４時１０
分

カ ナ ダ 大 使 講 演　what 
makes Canadians so proud 
of Canada（通訳なし）

交
流
館
プ
ロ
グ
ラ
ム

津
田
塾
大
学

５月１４日～６月１８日の水曜日　午前１０
時～正午

自分も相手も大切にするコ
ミュニケーション（全５回）

５月１９日～７月７日の月曜日　午前１０
時３０分～午後０時３０分

オイリュトミーと対話を
通して学ぶ人間関係　あ
なたと私の中にはたらく
７つの心の力（全８回）

津田塾大学教務課�０４２
（３４２）５１３０

前期…４月１７日～７月１０日の木曜日　
後期…９月２５日～平成２１年１月８日の
木曜日　午後１時～２時３０分

総合２００８　あらはす　
表・現・顕

津
田
塾
大
学

前期…４月１５日～７月２２日の火曜日
後期…９月３０日～平成２１年１月１３日の
火曜日　午後４時２０分～５時５０分

女性学

４月１８日～７月１１日の金曜日　午前１０
時３０分～正午

共通科目特別講義　ジェ
ンダー研究の展開

費用、申込み、定員、保育の有無などはお問い合わせください。
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（新）は新規事業、表示の無いものは継続事業です。　

◆市民のちからで進化する
市民活動支援事業の推進　　　　　　　　　　　    ３８１万円
　市民活動団体の公募提案事業に対する補助制度など
自治基本条例づくりの推進　　　　　　　　　        １６１万円
　自治体の理念や制度などを定める自治基本条例づくりを
市民の手により進めていくための支援

男女平等推進事業の実施　　　　　　　　　　　      ９３万円
　男女平等条例策定に向け、男女共同参画推進協議会での
検討など

（新）（仮称）地区計画等提案型まちづくり検討委員会の設置　４８万円
　（仮称）地区計画等提案型まちづくり条例の創設に向け、
まちづくりのあり方についての検討委員会を設置

（新）公募市民による（仮称）小平市のスポーツ振興を考える
市民委員会の設置　　　　　　　　　　　　　　  　７３万円
　体育施設のあり方やスポーツ振興の仕組みづくりについ
て検討するため、公募による市民委員会を設置

農業振興事業の実施　　　　　　　　　　　　 　３,９９５万円
　都市農業者の育成事業など
商業振興事業の実施　　　　　　　　　　　　    ５,０９６万円
　東京都の補助金を活用した商店街の振興事業など
グリーンロード産業活性化事業の推進　　　　 　１,２７０万円
　歩行者用観光案内標識の設置など

◆教育・文化・スポーツを振興する
耐震補強（大規模改造を含む）の実施　　　　 ４億６,５３５万円
　十四小・四中校舎、学園東小・花小金井南中の校舎・体育館、
八小・九小体育館で耐震補強工事を、十四小・学園東小・四
中の校舎・体育館、八小・九小体育館で大規模改造工事を実
施など

（新）ガスストーブのＦＦ化 　　　　　　　　１億９,３６５万円
　二小、八小、九小、十三小、一中にＦＦ暖房機を設置
コミュニティ・スクール推進事業の拡充　　　　  　１２６万円
　保護者・地域住民が学校経営へ参画する、学校経営協議会
の設置（四小・六小）

小平地域教育サポート・ネットの拡充　　　　　　  １８６万円
　ボランティア活動支援講座、コーディネーター養成講座な
どの開催を２校分拡大

放課後子ども教室事業　　　　　　　　　　　　 １,１８９万円
　放課後の子どもの居場所を設け、地域の方々との交流活動
を実施（８校）

（新）小平町姉妹都市提携３０周年記念事業の実施　　  ３５万円
　交流ツアー・シンボルマークの公募など
平櫛田中彫刻美術館の活性化　　　　　　　　　 １,６７２万円
　特別展の開催、作品の修理など
（新）丸いポストのまち事業の実施　　　　　　　　２４５万円
　丸いポストの案内マップ作成、説明看板を設置
（新）市史編さん事業の実施　　　　　　　　　　 １,４１２万円
　市制施行５０周年に向けて市史編さん事業を実施
（新）上水公園テニスコートの改修　　　　　 １億１,０５９万円
（新）公募市民による（仮称）小平市のスポーツ振興を考える
市民委員会の設置【再掲】　　　　　　　　　　　  ７３万円

◆次世代育成を拡充する
多摩・島しょ子ども体験塾事業の実施　　　　　　  ８００万円
　児童館観劇会、よさこいスクールダンスフェスティバル、
ツリークライミングなど９事業を実施

（新）ひとり親家庭総合支援事業の実施　　　　　　  ８０万円
　母子家庭の母が就労に必要な教育訓練を受講した場合に、
経費の一部を支給

（新）学童クラブ室の新設　　　　　　　　　 １億３,２６２万円
　四小・六小・十四小に学童クラブ室を新設
幼稚園アットホーム事業から認定こども園への移行促進

２,１１３万円
　幼稚園と保育所を一体化した「認定こども園」創設に伴う、
開設準備・運営費補助

（新）小児用ＡＥＤの設置　　　　　　　　　　　　３２２万円
　公立保育園全園に小児用ＡＥＤを設置
男女平等推進事業の実施【再掲】　　　　　　　　　  ９３万円
（新）市庁舎子どもコーナーの設置　　　　　　　　２００万円
　小さな子ども連れの来庁者のために、子どもが遊べるスペ
ースを庁舎に設置

　　

◆健康福祉を充実する
（新）特定健康診査等の実施　　　　　　　　 ２億２,９１７万円
　国民健康保険加入者を対象に、生活習慣病の予備軍を発見
するための特定健康診査など

（新）地域包括支援センターと介護保険の充実　　 ７,３８５万円
　地域包括支援センター出張所を２か所設置、生活機能評価
の実施など

成年後見活用あんしん生活創造事業の実施　　　 １,３２５万円
　認知症高齢者等のための権利擁護推進機関の充実
（新）高齢者訪問給食サービス減免対象者の拡大　　４５０万円
　減免対象を生活保護者・生計困難者から、市民税非課税世
帯まで拡大

（新）地域自立支援協議会の設置　　　　　　　　　  ９１万円
　障害者等相談支援業務の中立・公平性を確保するための協
議会の設置

障害者グループホーム（ケアホーム）の拡充　　 　１,２４２万円
　障害者グループホーム（ケアホーム）を１か所増設
（新）妊産婦健康診査の充実　　　　　　　　　　 ２,５０２万円
　公費負担を２回から５回に拡大
（新）新生児・妊産婦訪問指導事業の充実（こんにちは赤ちゃ
ん事業の実施）　　　　　　　　　　　　　  　　　３４９万円
　生後４か月までの乳児のいる家庭訪問の実施
（新）生活保護自立支援事業の充実　　　　　　　　２３１万円
　受給者の就労支援、自立支援員等の拡充など

◆都市基盤整備を推進する
（新）（仮称）地区計画等提案型まちづくり検討委員会の設置
【再掲】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４８万円
小川町一丁目土地区画整理事業の実施　　　　　　  １億円
　土地区画整理組合が行う調査、設計、工事などへの支援
小川駅西口地区再開発事業の推進　　　　　　　 ３,２４０万円
　準備組合への活動費補助、都市計画決定資料作成など
都市防災総合推進事業（都市計画道路３・４・１０号線の整備等）

 ３億３,８１０万円
　災害時の消防活動等を容易にするため都市計画道路３・
４・１０号線の整備など
道路整備事業の実施　　　　　　　　　　　　４億６４０万円
　道路新設改良工事、道路維持補修工事、私道整備に対する
助成

公共下水道雨水整備の推進　　　　　　　　 ２億４,９４６万円
　雨水管渠築造工事などの実施
市内公共交通の充実　　　　　　　　　　　　　 ２,８７８万円
　コミュニティバス運行経費補助、コミュニティタクシー
実証実験運行経費補助

（新）民営自転車等駐車場補助事業の実施　　　　　５００万円
　民間事業者の自転車駐車場経営への進出を支援・育成

◆安全・安心と快適環境を創出する
防災・防犯体制の充実　  　　　 ７,２１４万円
　ブロック塀の撤去・改良補助、木造住宅耐震診断・耐震改修
補助、消火栓整備、災害対策用飲料水槽の全面改修など

都市防災総合推進事業（都市計画道路３・４・１０号線の整備等）
【再掲】　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３億３,８１０万円
（新）緑の基本計画見直し　　　　　　　　　　　　３００万円
　計画見直しのための現状調査や地域懇談会の実施
（新）用水路親水整備事業の実施　　　　　　　　 １,４００万円
　鈴木用水の親水整備
環境基本計画の推進・エネルギービジョンの策定   １,２６６万円
　環境美化推進モデル事業の拡充、エネルギービジョンの策
定など

◆行財政を再構築する
自治基本条例づくりの推進【再掲】　 　　　　　　１６１万円
（新）証明書自動交付機の設置　　　　　　　 　１,８２６万円
　市民文化会館（ルネこだいら）、市民総合体育館に証明書
自動交付機設置

土地開発公社所有地の取得　　　　　　　　　　　  １億円
　土地開発公社が所有する土地を購入
（新）行政評価の実施　　　　　　　　　　　　　　  ４５万円
　行政評価研修会を実施


